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調査書の「ᣦᑟ上ཧ考となるㅖ事㡯」のグ㏙にࡘいての᳨ウ 
――パーࢯナリティおよࡧ学力の㸱要⣲に関するグ㏙にὀ目して―― 

 
୪ᕝ ດ，ྜྷ⏣ ❶ே，ᆏ本 信（新₲大学㸧 

 
本研究では，高大接続改革なの≧ἣも㋃まえて，現行の高ᰯ調査書を対象に，⏕ᚐの≉ᚩがの

ようにグ㏙さࢀているのかを᳨ウした。227 名ศの調査書の「ᣦᑟ上ཧ考となるㅖ事㡯」のࢹータから，

そこにグ㍕さࢀているパーࢯナリティに関するグ㏙およࡧ「学力の㸱要⣲」に関するグ㏙に╔目をし

た㞟ィを行ࡗた。その結果，パーࢯナリティでは「ㄔ実性」に関するグ㏙が，体の 85㸣と多ࡃ見ら

がることなࢀ見らࡃースが多ࢣるࢀること，「ㄔ実性」「調和性」「外向性」の㸱ᅉ子にゝཬさࢀ

♧၀さࢀた。また，学力の㸱要⣲にࡘいては，「知識・ᢏ能」に関するグ㏙が多ࡃ見らࢀたのに対し

て，の２要⣲にࡘいては 17%⛬度にとまることが♧၀さࢀた。 
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「学力の㸱要⣲」にࡘいての多面的・総合的な評価

，の㌿を目ᣦす高大接続改革（文部科学省

2017a㸧が現ᅾ㐍めらࢀている。その中で，調査書等

のᅾࡾ方にࡘいても᳨ウが㐍ࢇでおࡾ，さまࡊまな改

ၿがᅗらࢀている。たとえࡤ，調査書の「ᣦᑟ上ཧ考

となるㅖ事㡯」のḍがᣑさࢀ，よࡾ多ᵝでල体的な

内容がグ㍕さࢀるᙧに改ၿさࢀるなしている（文部

科学省，2017b㸧。今後の入試の中で，こࢀらの㈨ᩱ

をいかに活用して行ࡃかは，多ࡃの大学にとࡗてႚ⥭

の課題の１ࡘで࠶るともゝえるࢁࡔう。 
では，現行の調査書には，の⛬度⏕ᚐの（⊃⩏

の㸧͆学力͇以外の情報，すなࡕࢃ「体性をᣢࡗて

多ᵝなே々と༠ാして学ࡪែ度」等に関する情報がྵ

まࢀているのࢁࡔうか。調査書に関する研究は，⬥

⏣・ཎ・ᑠἨ・井村・中⏣（2017㸧な，㏆ᖺも

いࡘࡃか行ࢀࢃている。しかし，体性や༠ാ性のよ

うな，「知識㺃ᢏ能」以外の部ศにࡘいて↔Ⅼを࠶て

てヲ⣽に᳨ウしたものは，必ࡎしも多ࡃはない。 
そこで本研究では，現行の調査書に，受㦂⏕のែ度

や行動の≉ᚩなに関する情報が，の⛬度グ㍕さࢀ

ているのかを，改めてᩚ⌮㺃᳨ウすることとする。≉

に，ここでは「知識㺃ᢏ能」以外の部ศにアプローࢳ

するために，パーࢯナリティ（ே᱁・性᱁㸧に関する

研究の枠組みを援用して᳨ウを行う。パーࢯナリティ

とは，ᚰ⌮学のศ㔝で「ேの，ᗈいពでの行動（ල

体的なる⯙い，ゝㄒ⾲出，ᛮ考活動，認知やุ᩿，

感情⾲出，᎘ᝏุ᩿な㸧に時間的✵間的୍㈏性を

えているもの」（⚄村，1999㸹686㸧なと定⩏さࢀ

ている。この定⩏⮬体，㠀ᖖにᖜᗈいものをྵࡴが，

「学力の㸱要⣲」にྵまࢀる体性や༠ാ性なも，

このパーࢯナリティとᐦ接に関連するもので࠶るとゝ

えるࢁࡔう。そのため，パーࢯナリティに関する研究

を援用することで，調査書の情報をศᯒする㝿の１ࡘ

の枠組みを提供することがྍ能になると考えらࢀる。

≉に，パーࢯナリティののようなഃ面が調査書にグ

㏙さࢀやすいのかをᩚ⌮することができࡤࢀ，୍ேࡦ

とࡾの個ேᕪを⌮ゎする上でも重要なᡭがかࡾになる
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以上のことを㋃まえ，本研究では，今後のヲ⣽な᳨

ウのためのணഛ的なẁ㝵として，調査書にグ㍕さࢀて

いる⏕ᚐのパーࢯナリティに関する情報およࡧ「学力

の㸱要⣲」に関する情報をᩚ⌮することを目的とする。

実㝿の調査書ࢹータからᚓらࢀたテキストを対象とし

て，まࡎ，パーࢯナリティに↔Ⅼを࠶てた᥈⣴的なศ

ᯒを行う。ල体的には，調査書の「ᣦᑟ上ཧ考となる

ㅖ事㡯」ḍのグ㏙を対象に㞟ィを行い，（１㸧のよ

うな༢ㄒが多ࡃ用いらࢀているのか，（２㸧パーࢯナ

リティのういࡗたഃ面・≉性に関するグ㏙がなさࢀ

ることが多いのか，にࡘいて᳨ウする。その上で，

（㸱㸧「学力の㸱要⣲」に関する情報はの⛬度グ㏙

さࢀているのかにࡘいても᳨ウを行う。 
なお，本研究では，パーࢯナリティをとらえる枠組

みとして，ࣅッグフࣈ（㸳ᅉ子ࣔࢹル; Costa & 
McCrae, 1992; 和⏣，1996 な㸧を用する。ࣅッ
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グフࣈ（㸳ᅉ子ࣔࢹル㸧とは，パーࢯナリティを

「情⥴Ᏻ定性 (Neuroticism) 」，「外向性

(Extraversion)」，「開ᨺ性(Openness)」，「調和性

(Agreeableness)」，「ㄔ実性(Conscientiousness)」
の㸳ࡘのᅉ子（≉性㸧でᤊえようとするࣔࢹルで࠶る

（そࢀࡒࢀのᅉ子の内容にࡘいては，㘓をཧ↷㸧。

研究者によࡗて名⛠等は異なるሙ合も࠶るが，この㸳

ᅉ子は，さまࡊまな国や文化間でもඹ通して☜認さࢀ

ておࡾ（McCrae, Terracciano, & 78 Members of the 
Personality Profiles of Cultures Project, 2005㸧，୍

定の信㢗性㺃ጇᙜ性が♧さࢀている。 
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A 大学 B 学部 C 課⛬のᖹ成 24 ᖺ度入試の入学者

228 名（⏨性 122 名，ዪ性 106 名㸧の調査書ࢹータ

を用いた。入学者の入試༊ศࡈとの内ヂは，᥎⸀入試

40 名，୍⯡入試๓ᮇ 159 名，୍⯡入試後ᮇ 29 名で

た。なお，今回対象としたࡗ࠶ B 学部 C 課⛬は，≉

定のචチྲྀᚓを目的とした課⛬で࠶る。 
ータは，高ᰯ調査書の中の，「ᣦᑟ上ཧ考となるࢹ

ㅖ事㡯」の「（１㸧学⩦における≉ᚩ等（２㸧行動の

≉ᚩࠊ≉ᢏ等」部ศのみを対象とし，➨１学ᖺから➨

㸱学ᖺまでのグ㍕内容をまとめてศᯒした。 
ศᯒに࠶たࡗては，個ேを≉定できる情報を㝖いた

ᙧでࢹータ化さࢀたものを用した。 
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テキスト࣐ニングࢶール TTM（松村・୕ᾆ，

2014㸧を用いたศᯒを行ࡗた。まࡎ「┿面目」「ま

じめ」なの⾲グのࢀࡺやྠ⩏ㄒをまとめた上で，

「ᙧ容モ」「名モ」に⤠ࡗてศᯒを行ࡗた。なお，対

象部ศにグ㏙がなかࡗた１名を㝖き，最終的にศᯒ対

象となࡗたࢹータの௳ᩘは 227 ௳，対象となࡗた༢

ㄒ総ᩘは8532ㄒでࡗ࠶た。 
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調査書にグ㏙さࢀた内容に，ࣅッグフࣈのྛᅉ

子に関連するものがྵまࢀているかྰかを評定した。

227 名ศのグ㏙にࡘいて，㸳ᅉ子そࢀࡒࢀに関する内

容がྵまࢀているかྰかを，「グ㏙ࡾ࠶」「グ㏙な

し」の２ẁ㝵で評価した。評価は➹者のう１ࡕ名が༢

⊂で実施した。なお，グ㏙内容がࣅッグフࣈの

のᅉ子に࠶たるかは，に和⏣（1996㸧のࣅッグフ

，るᙧ容モ（㘓ཧ↷㸧をཧ考にしࢀᑻ度にྵまࣈ

ุ᩿した。 
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調査書にグ㏙さࢀた内容に，「学力の㸱要⣲」に関

連するものがྵまࢀているかྰかを評定した。227 名

ศのグ㏙にࡘいて，そࢀࡒࢀの要⣲がྵまࢀているか

ྰかを，「グ㏙ࡾ࠶」「グ㏙なし」の２ẁ㝵で評価し

た。評価は➹者のう１ࡕ名が༢⊂で実施した。 
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ま，ࡎのような༢ㄒが多ࡃグ㍕さࢀているかにࡘ

いて㞟ィし，⾲１に出現㢖度の多かࡗたㄒ（⏨ዪ合ࢃ

せて 100 ௳以上のもの㸧をまとめた。今回対象とし

た「（１㸧学⩦における≉ᚩ等（２㸧行動の≉ᚩࠊ≉

ᢏ等」の部ศでは，「ດ力」（225 回㸧，「学⩦」

（224 回㸧，「部活動」（148 回㸧等のㄒが多ࡃ見ら

，らに次いで「性᱁」というㄒもࢀた。また，そࢀ

146回と多ࡃグ㍕さࢀていた。  
次に⏕ᚐのパーࢯナリティに関連するものに⤠ࡗて

㞟ィを行ࡗた。ここではまࡎ，ಀࡾ受けゎᯒを行い，

ࢀ受け関ಀが見らࡾ㸩「性᱁」というᙧでಀ「ۑۑ」

たㄒをᢳ出した。⾲２に，合ィで㸳௳以上見らࢀたも

のをまとめた。ここでは，「✜やか」「明るい」「ඃ

しい」なのㄒが，「性᱁」と関連して多ࡃᢳ出さࢀ

ていた。 
また，⾲２にᣲࡆた㸷ࡘのㄒにࡘいて，パーࢯナリ

ティのࣅッグフࣈ（㸳ᅉ子ࣔࢹル㸧に࠶てはめて

ศ㢮を行ࡗた。和⏣（1996㸧のᑻ度にྵまࢀるᙧ容

モなをཧ考にศ㢮した結果，㸴ࡘが「調和性」，２

 。たࢀが「外向性」にศ㢮さࡘが「ㄔ実性」，１ࡘ
さらに，⾲㸱には，出現㢖度の多かࡗたㄒのうࡕ，

直接パーࢯナリティ≉性なを⾲すと考えらࢀるもの

を௵ពにᢳ出し，グ㍕した。⾲１にもྵまࢀている

「┿面目」のかに，「明るい」「✚ᴟ的」「ពḧ

的」「ㄔ実」なが多ࡃ出現していた。 
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㸳ᅉ子そࢀࡒࢀに関するグ㏙が，227 名中ఱ名のグ

㏙にྵまࢀていたかにࡘいて，⾲㸲にまとめた。最も

多ࡃの調査書にグ㏙さࢀていたのが，「ㄔ実性」にࡘ

いてのグ㏙で227，ࡾ࠶ 名中 85%に࠶たる 194 名で

見らࢀた。ྠᵝに，「調和性」に関するグ㏙は 164
名，「外向性」に関するグ㏙は 130 名の調査書にྵ

まࢀていた。୍方で，「情⥴Ᏻ定性」に関するグ㏙

は，２名のみでࡗ࠶た。 
次に，୍ேの調査書の中に，のようなᅉ子のグ㏙

が組み合ࢃさࢀてྵまࢀているかにࡘいて㞟ィした結

果を，⾲㸳にまとめた。最も多かࡗたのが，「外向

性」「調和性」「ㄔ実性」の㸱ᅉ子にࡘいてゝཬさࢀ

ているࢣースでࡾ࠶，体の⣙ 33%に࠶たる 74 ேで

見らࢀた。次いで多かࡗたのが「調和性」「ㄔ実性」

の２ᅉ子にࡘいてゝཬさࢀているࢣースでࡾ࠶，こࢀ

ら上位２ࡘの組み合ࢃせパターンで体の 55%を༨

めていた。 
また，パーࢯナリティにࡘいてゝཬさࢀていないࢣ

ースも㸶௳見らࢀた。こࢀは，ᙜヱḍに「大学㐍学ᕼ

望」とのみグ㍕さࢀていたࢣースでࡗ࠶た。 
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最後に，「ᣦᑟ上ཧ考となるㅖ事㡯」に「学力の㸱

要⣲」に関連するとᛮࢀࢃるグ㏙がの⛬度の割合で

ྵまࢀているかを㞟ィした。その結果，「知識・ᢏ

能」に関連する内容が見らࢀたのは，227 名中 211
名ศ（93.0%㸧のグ㏙でࡗ࠶た。ྠᵝに「ᛮ考力・ุ

᩿力・⾲現力」は 39 名（17.2%㸧，「体性をᣢࡗ

て多ᵝなே々と༠ാして学ࡪែ度」は 38 名

（16.7%㸧でࡗ࠶た。なお，⾲㸴にそࢀࡒࢀのグ㏙例

を♧した。 
今回対象とした「ᣦᑟ上ཧ考となるㅖ事㡯」ḍで，

㸱要⣲とも関連するとᛮࢀࢃるグ㏙がྵまࢀていたの

は㸷名の調査書で，体の 4.0%でࡗ࠶た。また，最

も多かࡗたのが「知識・ᢏ能」に関するもののみが見

らࢀた調査書で，146 名ศ（64.3%㸧でࡗ࠶た。また，

いࢀࡎの要⣲もྵまࢀないと評価さࢀたのは 15 名ศ

で体の6.6%でࡗ࠶た。 
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本研究では，調査書の「ᣦᑟ上ཧ考となるㅖ事㡯」

にグ㍕さࢀている内容にࡘいて᥈⣴的にศᯒを行い，

グ㏙さࢀているパーࢯナリティ≉性にࡘいて᳨ウを行

１に♧したように，今回は「ດ力」や⾲，ࡎた。まࡗ

「学⩦」「部活動」なに次いで，「性᱁」というㄒ

が 146 回と多ࡃᢳ出さࢀた。１名ศのࢹータの中に

，㏉しⓏሙするものをྵめて㞟ィしてはいるもののࡾ⧞

ศᯒの対象としたのが 227 名のࢹータで࠶ることを

㋃まえると，高ᰯ調査書の「ᣦᑟ上ཧ考となるㅖ事

㡯」部ศには「性᱁」に関するグ㍕が多ࡃⓏሙしてい

ることが♧၀さࢀる。このⅬは，大ஂಖ（2008㸧な

 。の結果ともඹ通する
次に，ಀࡾ受けゎᯒの結果からは，「調和性」にศ

㢮さࢀるㄒが多ࡃグ㏙さࢀていることが♧さࢀた。ල

体的には，「✜やか」「ඃしい」「⣲直」「 和」

「 ཌ」「おおらか」の㸴ࡘでࡾ࠶，「ۑۑな性᱁」

というグ㏙の㝿には，調和性に関するものが多いこと

が♧၀さࢀた。また，ศᯒ２の結果（⾲㸲㸧からは，

「ㄔ実性」に関するグ㍕が体の 85%と㠀ᖖに高い
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割合で見らࢀることが♧さࢀた。ㄔ実・ຮで࠶ると

いう≉ᚩは，調査書において望ましࡃ，グ㏙さࢀやす

いもので࠶ることが♧၀さࢀる。さらに，「外向性」

「調和性」「ㄔ実性」の㸱ᅉ子が組み合ࢃさࢀてグ㏙

さࢀているࢣースが，最も多ࡃ見らࢀた（⾲㸳㸧。こ

ඃ，ࡃや「明る「ࡾ࠶ㄔ実な性᱁でࡘཌか 」らはࢀ

しい」なのように，୪ิ的にまとめてグ㍕さࢀるࢣ

ースも多ࡃ，調査書にグ㍕さࢀやすいഃ面で࠶るとゝ

える。 
୍方で，「情⥴Ᏻ定性」や「開ᨺ性」にࡘいての

グ㍕は，┦対的にᑡなかࡗた。今回は，ࣅッグフ

の基‽にしࡘとࡦᑻ度（和⏣，1996㸧のᙧ容モをࣈ

ていたため，ᢳ出さࢀにࡃかࡗたྍ能性も࠶るが，こ

る࠶いഃ面でࡃにࢀらは調査書では直接的にゝཬさࢀ

とも考えらࢀる。≉に「情⥴Ᏻ定性」は，和⏣

（1996㸧のᑻ度でも「情⥴Ᏻ定性」の高さを♧す，

い࢞ࢿࡤࢃティࣈな方向性の㡯目のみでᵓ成さࢀてい

るように，࣏ジティࣈな方向性でのグ㏙がしにࡃい面

が࠶る。୍⯡的に，調査書は，⏕ᚐの㛗ᡤをྲྀࡾ上ࡆ

ることが多いと考えらࢀるため，今回の結果では࠶ま

 。るࢀたと᥎ さࡗなかࢀᢳ出さࡃ多ࡾ
なお，「外向性」にࡘいては，「ཱྀᩘはᑡない」

「ᐻ㯲」な「外向性」のపさを♧す（࢞ࢿティࣈな

方向性ともゝいうる㸧グ㏙も୍部で見らࢀていたが，

「調和性」と「ㄔ実性」は，いࢀࡎも基本的にその高

さを♧すグ㏙でࡗ࠶た。そのため，ゝཬさࢀやすい

「調和性」や「ㄔ実性」にࡘいてのグ㏙がないሙ合の

ពにࡘいても，今後᳨ウしていࡃ必要は࠶るかもし

 。ないࢀ
ศᯒ㸱では，「学力の㸱要⣲」にࡘいても᥈⣴的に

᳨ウを行ࡗた。その結果，「ᣦᑟ上ཧ考となるㅖ事

㡯」ḍにおいて，最も多ࡃㄞみྲྀࢀるのは「知識・ᢏ

能」に関する⏕ᚐのᵝ子でࡾ࠶，「ᛮ考力・ุ᩿力・

⾲現力」や「体性をᣢࡗて多ᵝなே々と༠ാして学

るグ㏙は，┦対的にᑡなࢀࢃែ度」に関連するとᛮࡪ

いことが♧၀さࢀた。今後の入試においては，多面

的・総合的な評価として，この「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲

現力」や「体性をᣢࡗて多ᵝなே々と༠ാして学ࡪ

ែ度」を調査書から࠶る⛬度評価することがồめらࢀ

るようになࡗてࡃると考えらࢀる。しかしながら，今

回対象とした⠊ᅖでは，こࢀらの要⣲は必ࡎしも多ࡃ

グ㏙さࢀていたとはゝえࡎ，今後の⛬度グ㏙が実

してࡃるのかが大きな課題で࠶るとゝえるࢁࡔう。ま

た，新たにそࢀらに関するグ㏙がቑえたとしても，そ

のようにᵓ⠏するかも㞴しいを評価する枠組みをࢀ

課題で࠶るとゝえる。 

 

� ᮏ◊✲ࡢ㝈⏺ㄢ㢟 

本研究では，調査書にグ㍕さࢀている⏕ᚐのパーࢯ

ナリティや学力の㸱要⣲に関するグ㏙にࡘいて，୍定

のᩚ⌮はなさࢀたものの，課題も多い。まࡎ≉定のᖺ

度・大学・ເ㞟༢位の入学者の調査書ࢹータのみを対

象としてศᯒを行ࡗたため，今回ᚓらࢀたഴ向はこの

ᖺ度や学部≉有の性㉁を♧しているྍ能性が࠶る。さ

らに，今回行ࡗたศᯒ⮬体も，ᙧ容モ・名モのみを対

象としたᴟめて機Ე的で⾲面的なものにとまࡗてい

たࡾ，評価者１名での㞟ィでࡗ࠶たࡾと，必ࡎしもὙ

⦎さࢀたものとはなࡗていない。また，調査書をస成

する教ဨ個ேや，高等学ᰯ，㒔㐨ᗓ┴なの≉ᚩも，

グ㍕内容にᙳ㡪をえるྍ能性が࠶るが，そࢀらにࡘ

いても今回はᢅうことができていない。にも，⾲１，

２では⏨ዪูに㞟ィを行ࡗているが，そࢀにࡘいても

༑ศに᳨ウができていないⅬも課題で࠶るとゝえる。 
また，今回は大学に出㢪書㢮の１ࡘとして提出さࢀ

た調査書のテキストࢹータからศᯒを行ࡗたが，高ᰯ

教ဨが調査書のస成を行うプロセスな，異なるどⅬ

からの᳨ウも必要になࡗてࡃると考えらࢀる。たとえ

ている調査書のグ入法や文例に関する書ࢀᕷ㈍さ，ࡤ

⡠（ᐑᓮ・ᑠἨ，2013㸧では，ࢥミࣗニࢣーション

能力や✚ᴟ性，༠調性なが調査書グ入における࣏

ントとしてᣲࡆらࢀている。また，性᱁・行動を⾲す

័用⾲現として「明ᮁ活発で࠶る」「 和で࠶る」

「㈐௵感がᙉい」（p.162㸧な，今回のࢹータでも

多ࡃ見らࢀた⾲現も」ᩘ例♧さࢀている。そのため，

こういࡗた㈨ᩱにおいて，のような例が多ࡃᣲࡆら

ているか等をᩚ⌮することも，調査書のグ㏙内容をࢀ

評価する㝿のᡭがかࡾになࡾうるとᛮࢀࢃる。 
今後は，本研究でᚓらࢀた知見をもとに，さらに上

にᣲࡆたようなᖜᗈいࢹータを対象にして，よࡾ⢭⦓

なศᯒを行ࡗて行ࡃ必要が࠶る。また，選抜の㈨ᩱと

して用いる以上は，そこにグ㏙さࢀた内容やそこから

ㄞみྲྀࢀる事が，入学後の学⏕の学修行動や，成⦼

とのように関連しているのかといࡗたどⅬも重要に

なࡗてࡃると考えらࢀる。今回は調査書のグ㏙内容の

みに↔Ⅼをᙜてたが，このⅬにࡘいても今後᳨ウが行

 。うࢁࡔる࠶る必要がࢀࢃ
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